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１．はじめに 

 
 近年、テレビの中継などでデジタル技術による高度

な付加情報の提供が模索されている。スポーツを対象と

した画像処理研究が盛んになりつつある。 また，画像処

理により得られた結果を合成に利用し、 新しい情報提示

をする研究も行われている[1]。 

22 人が同時に動き回るサッカーは、野球などに比べて

デジタル化しにくいスポーツと言われてきた。そこで、

本研究では、対象をサッカー映像に限定して、 抽出され

た選手の位置からパス可能な範囲を推定する。また、推

定結果を描画し、 視聴者の戦略的な理解を支援する情報

提示手法の提案を目的とする。 処理の流れとしては、フ

レーム毎に得られた選手のワールド座標から、 選手毎に

パス可能範囲の指標として、二重八角形指標エリアを設

定する。 このエリアと相手選手の位置関係により、 パ

ス可能範囲判定を行う。 

 

2．二重八角形指標エリア 
 

二重八角形指標エリアの処理の流れとしては、フレー

ム毎に得られた選手のワールド座標から、 選手毎にパス

可能範囲の指標として、二重八角形指標エリアを設定す

る。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

i 番目の点の座標は式(1)(2)により求める。 
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 式(1)(2)を用いて、選手を中心とする周りにある 16 個

の点を求める（図 1）。これは合計 16 個のブロックから

なる二重八角形（図 2）である。その選手に対し相手選

手のマークがついているか、つかれているならばどの方

向に相手選手がいるかどうかの指標とする。 

 

３．手法 
本研究における解析流れは以下の通りである。 

 

（1）選手とボールの座標取得 

 本研究では、選手の座標が予め抽出されている状態 

で始まり、戦術解析に主眼を置いている。 

 

（2）選手のフリー合否 

  ①パスを出す選手の指標エリア内の判定 

②パスを貰う選手の指標エリア内の判定 

③パスを出す直線上判定 

④ボールを持つ選手とフリー選手間を結ぶ 

 

フリー選手の合否は①から④のような流れで行う。パ

スを出す選手の二重八角形指標エリア内の判定を行う。

この二重八角形指標エリアはボールを持つ選手を中心に

設定する。またボールを持つ選手も含め、そのチーム全

選手に設定され、パスを受ける側の選手も同じく二重八

角形指標エリア内の判定を行う。パスの方向の判定はボ

ール保持者と味方を結んだ直線と、二重八角形指標エリ

アの辺との交差判定により求める。パスの方向が特定で

きると次に、その方向に相手選手がマークについている

かどうかの判定を行う。これはパスの方向の三角形の領

域内に相手がいるかどうかにより判定する。これはエリ

ア内の点含有判定により実現する。 

 

（3）パス判定 

サッカーの戦術解析は色々な方法が考えられるが、本

研究では二重八角形指標エリアと優勢領域を用いたパス

の判定を行う。流れとしては、試合時に選手がボールを

持った時点から解析が始まる。 
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ショートパスの判定は、ボールを持つ選手のパス方向

の二重八角形指標エリアの内側に相手選手がいる場合

（図 3）、その方向にはパスが出せないと判定する。一

方、内側のエリアに相手選手がおらず、パス方向の外側

のエリアに相手選手がいた場合（図 4）は相手選手がパ

スの直線上にいなければ、パスが通ると判定する。パス

を出す方向の二重角形指標エリア内に相手選手がいない

場合は、両選手間での線上判定を行う。図 5 のように相

手選手がパスコースの線上にいる場合はパスが通らない

と判定する。 

 
 

 

ロングパスの判定はショートパスと同様に、パスを出す

側とパスを貰う側の各指標エリア内に、パスを出す方向

とパスを貰う方向に相手選手が内側のエリア内にいなけ

れば、パスが通ると判定する。ここまではショートパス

と同じ判定を行うが、更にロングパスの場合には、パス

を貰う時にパスを受ける選手の二重八角形エリアのパス

の来る方向に相手選手がいなければ、パスの直線上に相

手選手がいてもパス（ロングパス）が通ると判定する。

これは、遠距離では浮き球でもパスを出すためである。 

 

4．スペースへのパス合否判定 

図 6 はサッカーにおける優勢領域を表した図である。

優勢領域とは、ある領域にどちらのチームの選手が早く

到達できるかを求めるものである[2]。図中の選手 P1 は

オープンスペースに移動する。ボールを持つ P3 は P2 の

優勢領域を避け、P1 とゴールの線上の P1 の優勢領域に

パスの判定を行う。 

 
  
 

5．実験 
 
まず、15 秒間（450 フレーム）の試合映像を用いて 22

人、10 フレーム毎の選手座標を使った実験を行った。図

7に実験結果例を示す。 

 

 
 

 

6．まとめ 
 本研究は、戦略的な理解を支援する情報提示手法の提

案を目指している。本論文では、二重八角形指標エリア、

優勢領域によるパス可能範囲を推定法について述べた。 

 二重八角形指標エリアは選手の足元への指標であるが、

現代サッカーにおいては、フリーなスペースが限られて

いるため、スピーディな試合展開においては足元へのパ

スはあまり見られない。そこで、スペースへのパスの合

否判定として優勢領域を取り入れ、どこに攻め込む隙が

あるのか、ポジションの分析を行った。今後の課題は、

優勢領域を用いた新たな特徴量の検討、戦略や戦術の表

現と利用方法の検討、また、より高い確率での画像解析

方法などが課題としてあげられる。 
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図 7 実験結果例 

図 5 ショートパス判定 

図 6 優勢領域の例 
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